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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期
第１四半期
累計期間

第65期
第１四半期
累計期間

第64期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 5,497,925 4,160,434 18,042,591

経常利益又は経常損失（△）（千円） 60,133 △3,937 206,514

四半期（当期）純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
33,485 △12,674 113,012

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 687,749 687,749 687,749

発行済株式総数（株） 1,704,267 1,704,267 1,704,267

純資産額（千円） 3,485,125 3,517,397 3,548,038

総資産額（千円） 10,187,511 9,684,385 9,818,134

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△）（円）
19.65 △7.44 66.32

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 20.00

自己資本比率（％） 34.2 36.3 36.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
529,468 205,844 1,390,433

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△490,504 △49,238 △879,258

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
166,440 △238,665 16,248

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
522,627 762,589 844,648

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．第64期及び第64期第１四半期累計期間の潜在株式調整後四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。第65期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

５. 四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。　

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績

当第１四半期累計期間の業績は売上高4,160,434千円（対前年同期比24.3％減）営業損失18,711千円（前年同四

半期は営業利益62,728千円）経常損失3,937千円（前年同四半期は経常利益60,133千円）四半期純損失12,674千円

（前年同四半期は四半期純利益33,485千円）となりました。

　セグメントの業績は以下のとおりです。

　

〔電子機能材事業〕

電子機器や電子部品に使用されている材料・部品の表面処理加工を主とする電子機能材事業では、売上高は

1,174,070千円（対前年同期比5.0％減）となりました。市場全体ではスマートフォンやタブレット端末関連が好調

な一方、携帯電話・ノートPC・薄型テレビの需要低迷と在庫調整などにより厳しい状況が続いています。パワーエ

レクトロニクス関連も海外経済の変調を受けて停滞気味ですが、自動車部品関連は安定した推移となっています。

研究開発費の負担もあるため、結果としてセグメント損失13,542千円（前年同四半期はセグメント利益16,978千

円）となりました。 

　

〔電気機能線材事業〕

　電線・配線用ケーブル・通信用ケーブルなどの伸線加工を主とする電気機能線材事業では、設備用電線向け加工

が低位ながらも安定して推移し異型線分野での新規受注もありましたが、前年同四半期に出荷が集中していた海外

向け案件が当第１四半期にはなかったことや銅の価格水準が大きく下落したことなどにより売上高は2,986,363千

円（対前年同期比29.9％減）となりました。また、原価低減と経費削減に努めておりましたが、セグメント利益は

9,604千円（同77.7％減）となりました。

　　　

(2）財政状態の分析　

　総資産は9,684,385千円となり、前期末に比べ133,748千円減少しました。これは受取手形及び売掛金の増加35,438

千円のほか、現金及び預金が82,058千円、有形固定資産が73,654千円減少したことなどによるものです。負債合計は

6,166,988千円となり、前期末に比べ103,107千円減少しました。これは、主に買掛金の増加215,101千円のほか、借入

金が217,484千円、未払法人税等が70,218千円、役員退職慰労引当金が49,273千円減少したことなどによるもので

す。

  株主資本は3,520,420千円となり、前期末に比べ29,784千円減少しました。これは、前期の期末配当と当第１四半

期の損失を反映したものです。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期末の現金及び現金同等物の残高は、前期末に比べて82,058千円減少し、762,589千円となりました。

　当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、205,844千円の収入（前年同四半期は529,468千円の収入）となりました。

主な収入は減価償却費117,150千円、仕入債務の増加額215,101千円であり、主な支出は売上債権の増加額35,438千

円と法人税等の支払額68,918千円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュフローは、有形固定資産の取得による支出52,097千円などにより49,238千円の支出

（前年同四半期は490,504千円の支出）となりました。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュフローは、短期借入金の純減少額100,000千円、長期借入金の返済による支出117,484千

円、配当金の支払額による支出17,046千円などにより238,665千円の支出（前年同四半期は166,440千円の収入）と

なりました。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社の財務及び事業の方針の決定を支配するものの在り方に関しては重要な事項と認識しており、継続的に

検討をしております。しかしながら、親会社の議決権の所有割合が50％を超えている現状に鑑みて、現時点での買収

防衛策の導入はしておりません。

(5）研究開発活動

　当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、83,528千円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

　当第１四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,345,068

計 5,345,068

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月７日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 1,704,267 1,704,267

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株　

計 1,704,267 1,704,267 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

  　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 1,704,267 － 687,749 － 826,871

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,703,300 17,033 －　

単元未満株式 普通株式       767 － －

発行済株式総数          1,704,267 － －

総株主の議決権 － 17,033 －

　

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＦＣＭ株式会社
大阪市東成区神路三丁目

８番36号
200 － 200 0.01

計 － 200 － 200 0.01

(注)　当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は320株であります。　

　

２【役員の状況】

  該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 844,648 762,589

受取手形及び売掛金 ※
 4,041,013

※
 4,076,451

仕掛品 252,602 229,575

原材料及び貯蔵品 258,435 258,103

繰延税金資産 18,910 37,909

その他 58,680 69,034

貸倒引当金 △6,823 △6,897

流動資産合計 5,467,466 5,426,768

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 956,279 934,089

機械及び装置（純額） 870,490 872,583

土地 2,068,155 2,063,251

建設仮勘定 100,851 54,977

その他（純額） 118,446 115,666

有形固定資産合計 4,114,223 4,040,568

無形固定資産 35,262 34,076

投資その他の資産

投資有価証券 23,525 22,521

繰延税金資産 164,606 149,550

その他 33,513 31,362

貸倒引当金 △20,462 △20,462

投資その他の資産合計 201,182 182,972

固定資産合計 4,350,668 4,257,617

資産合計 9,818,134 9,684,385
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,024,604 3,239,706

短期借入金 100,000 －

1年内返済予定の長期借入金 1,214,936 1,199,936

未払法人税等 73,937 3,718

その他 317,767 328,570

流動負債合計 4,731,245 4,771,931

固定負債

長期借入金 1,104,328 1,001,844

長期未払金 8,116 8,116

退職給付引当金 313,976 326,004

役員退職慰労引当金 101,590 52,317

その他 10,839 6,774

固定負債合計 1,538,850 1,395,056

負債合計 6,270,096 6,166,988

純資産の部

株主資本

資本金 687,749 687,749

資本剰余金 826,871 826,871

利益剰余金 2,036,288 2,006,574

自己株式 △703 △773

株主資本合計 3,550,205 3,520,420

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,166 △3,023

評価・換算差額等合計 △2,166 △3,023

純資産合計 3,548,038 3,517,397

負債純資産合計 9,818,134 9,684,385
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 5,497,925 4,160,434

売上原価 5,109,601 3,851,357

売上総利益 388,324 309,077

販売費及び一般管理費 325,595 327,789

営業利益又は営業損失（△） 62,728 △18,711

営業外収益

受取利息 5 4

受取配当金 290 470

助成金収入 － 13,862

スクラップ売却益 257 4,000

その他 2,237 1,823

営業外収益合計 2,791 20,162

営業外費用

支払利息 4,687 4,147

売上割引 699 1,241

営業外費用合計 5,386 5,388

経常利益又は経常損失（△） 60,133 △3,937

特別利益

固定資産売却益 － 761

特別利益合計 － 761

特別損失

固定資産売却損 679 4,187

固定資産除却損 1,187 －

減損損失 － 6,929

特別損失合計 1,867 11,117

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 58,265 △14,293

法人税、住民税及び事業税 9,723 1,852

法人税等調整額 15,056 △3,471

法人税等合計 24,780 △1,619

四半期純利益又は四半期純損失（△） 33,485 △12,674
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

58,265 △14,293

減価償却費 111,538 117,150

減損損失 － 6,929

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,472 △49,273

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,963 12,028

貸倒引当金の増減額（△は減少） 356 73

受取利息及び受取配当金 △296 △475

支払利息 4,687 4,147

有形固定資産売却損益（△は益） 679 3,425

固定資産除却損 1,187 －

売上債権の増減額（△は増加） △172,202 △35,438

たな卸資産の増減額（△は増加） 12,598 27,326

仕入債務の増減額（△は減少） 721,209 215,101

その他 △72,901 △8,305

小計 669,614 278,396

利息及び配当金の受取額 296 475

利息の支払額 △4,520 △4,109

法人税等の支払額 △137,454 △68,918

その他 1,532 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 529,468 205,844

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △300 △323

有形固定資産の取得による支出 △489,393 △52,097

有形固定資産の売却による収入 73 1,060

その他 △885 2,123

投資活動によるキャッシュ・フロー △490,504 △49,238

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △100,000

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 △39,154 △117,484

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △4,064 △4,064

自己株式の取得による支出 － △70

配当金の支払額 △90,341 △17,046

財務活動によるキャッシュ・フロー 166,440 △238,665

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 205,403 △82,058

現金及び現金同等物の期首残高 317,224 844,648

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 522,627

※
 762,589
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【会計方針の変更等】

　　　該当事項はありません。　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　※　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四半

期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に含

まれております。

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 100,139千円 81,686千円

　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

あります。

 
前第１四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

現金及び預金勘定 522,627千円 762,589千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 522,627 762,589

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日
配当の原資
　

平成23年６月21日

定時株主総会
普通株式 90,316 53.00平成23年３月31日平成23年６月22日利益剰余金

　　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日
配当の原資
　

平成24年６月19日

定時株主総会
普通株式 17,039 10.00平成24年３月31日平成24年６月20日利益剰余金

　

　　

（持分法損益等）

該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　
電子機能材事業 電気機能線材事業 合計

（千円） （千円） （千円）

売上高 　 　 　 　

（1）外部顧客への売上高 1,236,357 4,261,568 5,497,925

（2）
セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

　　計 1,236,357 4,261,568 5,497,925

　セグメント利益 16,978 43,154 60,133

（注）１.セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の経常利益と一致しております。

２.セグメント利益には適当な配賦基準によって各報告セグメントに配賦された全社費用を含んでお

ります。なお、財務収益費用についても全社的に管理されておりますが、金額的影響が軽微であるた

め各報告セグメントに配賦しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

  該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　
電子機能材事業 電気機能線材事業 合計

（千円） （千円） （千円）

売上高 　 　 　 　

（1）外部顧客への売上高 1,174,070 2,986,363 4,160,434

（2）
セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

　　計 1,174,070 2,986,363 4,160,434

　
セグメント利益又は損失

（△）
△13,542 9,604 △3,937

（注）１.セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期損益計算書の経常損失と一致しております。

２.セグメント利益には適当な配賦基準によって各報告セグメントに配賦された全社費用を含んでお

ります。なお、財務収益費用についても全社的に管理されておりますが、金額的影響が軽微であるた

め各報告セグメントに配賦しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

報告セグメントに計上又は配分された減損損失はありません。報告セグメントに配分されていない減

損損失は6,929千円であります。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
19円65銭 △7円44銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
33,485 △12,674

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
33,485 △12,674

普通株式の期中平均株式数（株） 1,704,089 1,703,987

　（注）　第64期第１四半期累計期間の潜在株式調整後四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。第65期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり

四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

当社は厚生施設及び倉庫として使用していた資産（建物）を除却撤去することを平成24年７月17日に決定いたし

ました。これに伴い、平成25年３月期第２四半期会計期間において、固定資産除却損（約33,000千円）を特別損失に

計上する予定であります。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

ＦＣＭ株式会社(E02115)

四半期報告書

15/16



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月３日

ＦＣＭ株式会社

取締役会　御中    

 有限責任監査法人 トーマツ 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新免　和久　　　㊞

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤川　賢　　　㊞

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＦＣＭ株式会

社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第65期事業年度の第１四半期会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＦＣＭ株式会社の平成24年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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